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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 研 磨 パ ッ ド 基 材 、 及 び
　 ｂ ） 複 数 の 酸 化 状 態 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 触 媒 、
を 含 み 、 当 該 触 媒 が 可 溶 性 で あ る 、 化 学 機 械 研 磨 に 有 用 な 研 磨 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 触 媒 が 酸 化 剤 と 研 磨 さ れ る 基 材 金 属 フ ィ ー チ ャ の 金 属 と の 反 応 の 触 媒 と し て 作 用 す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 当 該 パ ッ ド を 酸 化 剤 を 含 む 水 性 研 磨 組 成 物 と と も に 使 用 す る 場 合 金 属 基 材 層 の 研 磨 を 改
善 す る の に 充 分 な 量 で 可 溶 性 の 前 記 触 媒 が 当 該 パ ッ ド に 存 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨
パ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 触 媒 が 可 溶 性 金 属 触 媒 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 可 溶 性 金 属 触 媒 が 、 Ａ ｇ 、 Ｃ ｏ 、 Ｃ ｒ 、 Ｃ ｕ 、 Ｆ ｅ 、 Ｍ ｏ 、 Ｍ ｎ 、 Ｎ ｂ 、 Ｎ ｄ 、 Ｎ
ｉ 、 Ｏ ｓ 、 Ｐ ｄ 、 Ｐ ｔ 、 Ｒ ｈ 、 Ｒ ｕ 、 Ｓ ｃ 、 Ｓ ｍ 、 Ｓ ｎ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ｖ 、 Ｗ 及 び そ れ ら
の 混 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 金 属 を 含 む 化 合 物 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 研 磨 パ ッ
ド 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も １ つ の 金 属 層 を 含 む 基 材 表 面 の 金 属 を 研 磨 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 研 磨 パ ッ ド 基 材 を 、 酸 化 剤 と 基 材 金 属 フ ィ ー チ ャ の 金 属 と の 反 応 の 触 媒 と し て 作 用
す る 、 複 数 の 酸 化 状 態 を も ち 可 溶 性 で あ る 少 な く と も １ つ の 触 媒 と 組 合 せ る こ と に よ り 、
研 磨 パ ッ ド を 作 製 す る 工 程 、
　 ｂ ） 当 該 研 磨 パ ッ ド に 酸 化 剤 を 含 む 溶 液 を 適 用 す る 工 程 、 及 び



　 ｃ ） 上 記 基 材 金 属 フ ィ ー チ ャ と の 関 係 に お い て 上 記 研 磨 パ ッ ド を 移 動 さ せ る こ と に よ り
当 該 基 材 金 属 フ ィ ー チ ャ か ら 金 属 の 少 な く と も 一 部 分 を 除 去 す る 工 程 、
を 含 む 、 基 材 表 面 の 金 属 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 触 媒 が 可 溶 性 金 属 触 媒 で あ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 可 溶 性 金 属 触 媒 が 複 数 の 酸 化 状 態 を も つ 鉄 、 銅 、 銀 の 化 合 物 及 び そ れ ら の い ず れ か
の 組 み 合 せ で あ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
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